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北 海 道 林 ※ 試 驗 場 時 報 第 30 脱

今季に於げる椎茸の土室栽培に就て

技手 大山 直也

椎*ま普通乾燥品と して市場に出されて居るが、大都市に近 く輸 
送に征利な所では生椎茸と して捌く 方がよ り有利な場合が多い。殊 

に天然炎生の極めてﾡい夏季政は冬季の如き季位外れの時期に於て 

は頗る珍はせられ、自然値段も岡騰する故、獅るに人工的に之 

を發兆せしめる時は相常な利益を擧げることが出來る。而して夏季 

の栽培 は特別 な 冷の数図 を必要 とする 関係上種 を 困難 を仲っ て 一般 

的ではないが、冬季の栽培は比較的容易に行はれ得る可能性がある 

然し之も現住は一部の温室所冇者忆限 られて居 り、 端も僅で 

あっでお要を充たすに足りない様な狀態に在るから、此種の栽培は 

冬季の副業として今後益々有里と思ふ。

そ乙で、簡軍な段備で何人に も容易に出來る椎茸土室栽培法を試 

•我して發生最、收支の関係等を調査した。

1•椎茸の發生に關與する諸因子

ﾡの殺生 と 密接な 関係 を 持つ も の は温座 と 濕度 と 光線の三*で 

ある。

先づ温度及び度に就て考へて見ると、椎茸が天然に多:最に發生 

する時期は春秋の二季であって他の季節に於ける發生星は極めて型



此質は温度及びﾡ度が相北の殺生と省投ない係ががる 乙 と と示 

すもので、餘 ら に温の川期及び低温の噂期には北は袋坐生しない 

乙とが想像せられる。

従つ て椎茸の天然後生期であ る 春秋兩季の特に椎茸が先生した 常 

時に於ける温度及び源度の状態を明 らかにして、之と 同様な環境を 

作 る 時は何時で も 何處でで も 椎式 を發生せ しめ ること がげ能な評で 

あるo
椎の彼生 と 氣象因子 と の開係に就 て は原田博開 (林業試験場 

条報第45脱、昭和13年8月) の南九州地方に於ける研究がある。月 

に依ればﾡ非の後生川に於ける条温は7～20C の相ル魔の も ので 

最適温度は12,3、 源度は高06最低7S6不均85%であると。

亦之等の 開保 を常場 に於 け る 椎茸栽培試験の經 過 に 依 す uば、野 

幌地方 に於 け る 椎F殺生の温度及び漏度 は求に示す通 いである
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上表 よ り 春秋兩季の平均値を求め る と

(T メ 気 温 Il.rC
氣 ia ル均最高氣温 14.1'G

I不均ル低然温 5.5C
(均性 84.52%

i 関 |不均最高度 87.0%
(不均派低 80:7%

即ち野幌地方に於ける椎茸發生時の氣温は南九州地方 よりも 用ク

伝 く、濕度は略同様である ことご知る。

次に光線の影響に就て は松浦勇氏 (噛用ﾡ県4研究昭和9年) は 

ﾡの袋坐生 と 日 光の行無に開 して實 •驗を行ひ、暗所に置いた も のは 

子亢體の初則の如心ものを發生したが、共後直ちに腐敗したのに對 

して、明所に浅いたものは全部子實趙を發生し、共核の生を継績 

したと 恨じて居り、桃を好日性賞類に入れて居る。Jち椎の 

發生就忙發育に は 日 光 を必要 とする。

以上要 す る にﾡの義生 に は温度 及 び温度の或 る ﾡ界があつ て、 

条温は大ﾡが～20Cの範ﾡで最適温座を 12,3Cとし、濕度は80%～ 
95%で或 る ﾡ度の 日光を必要とする。

從って之と 同様な環境を作って格木を置く 叫は随時随ﾡにがてﾡ 

井を發生せしめろことが出來るものである。

2.費験方 法

1 ) 土 室 の 構造

上室の大 と は間ロ 6 尺、典行15尺、高さ約5人とし、約1八5寸 

り ドげて作り、地上に現はれて居る部分は、刷ﾡは約2尺の厚さ 

に土を盤り上げ、屋根に も 7, S 寸程度に 土 を盛つて、獲冷な外氣の 

透入と内部の温ﾡな空氣の逃散を防 ぐ樣に しな。

窓は美浪判の耐子を横に1枚宛 5 崎所に適常な間岡を置いて配間 

し、北室の南向 で ある 片側 に のみ取 付 けな。

入口は2人に4八の原と し、土室の一方に取付けた。

ﾡ築材の板は 4 分厚 さのものを、柱は2 寸 の欄 を 用ひな。

2 .) 所要溫度 を得る 方法

止部内 を所要の温度に保た しめる爲の熱源は種々あるが、超済的 

で耐も数県的なものを採用しなければなら。即ち溫泉の利用、堆

...3.
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肥の熱、或はﾡも安慣な燃料であるゆ燥泥炭や用、ﾡ戒等のス ト

-ブをル付げる と か、 他種々有 らう。 ・

本賞験には帰ﾡ元を以てﾡを作 め、納炎を燃して温慶を上せ 

しめる方法を採用した。

ﾡは土室の叱小央に設け、15寸、長さ約4人、高さ約6寸

で、ﾡづﾡ死1枚寸べに敷訓めて庶を作り、 上に横に1枚立べ3 
殴忙積んで周圍を作った。

粉炭は稍々荒い も の を仙川 した方が火付 も 良好で燃焼 も速やかで 

あるから、命り微細な ものは使用 しない 乙 と 忙 した。

燃料補給の時刻は毎夕 4 時と 定めたが、共後 12月 24n～1月7H
数と 1月22n〜27nﾡは午前10時に、1 月 s ロ〜21日ﾡは午後2 
に變更しな。 1同の補給量は約400みである。

) 所要温度を得る方法

ﾡの彼生ﾡにﾡ市には相常多量の源氣を必要と し、之が不足す

る場4は子實題の發育は著し く叫tせられ、且つ品質を不良にする 

ものである。

本賞験に は土室内 にﾡ用 を約 2 寸のル さに敷き、十分水 を含ませ 

ることに依り、略一定 した相常高 い濕度 を保た しめる 様 に 工夫 し 
な。» I I 
亦州•木の 乾燥 を防 ぐ為に燃料補給の際如婦 を以てM 々流水 を行っ

な。

1)温度及び源度のﾡ測

土室内の一ﾡに高さ 2人の棚を作ら、自記溫度計及び濕度計を裝

M し < 油座 及 び濕度の 連載 的變化 の狀態 を記銘 し な。

5) ﾡ 生 量割 ﾡ

了•實盟の發生状態動に数生最の調査は柑木各個別に行ひ日割の時



及び税生数と調査しな。亦ﾡポを選定して役生よ り探収に至る 

ﾡの毎日の生長量を調在した。

非はﾡ卒約8分に開いた呼を以て探用1期と し、採に就ては 

菌傘の直徑、 さ、ﾡ柄のさ、T量等の形態的調を行つた。 

6.) 供試榊木の取扱

實驗に供 したﾡ木は昭和124 8 月 培養落糸法に依 り 接和 した ミ ッ 

ナラ で翌年秋走り 子の發生 を見、144F、叩ち本賞験を行ひたる年 

の には相當多数の發生 を 見た。

長 さは軌れ も3人、徑 3 寸内外の も のが多 く、供試木敷は10木で 

ある。

ﾡ木はﾡ時相常術燥状態につなか ら、土室に入れるに先立ち、

3 日間浸水して十分水分を保行せしめな上、打木して土室の周岡二 

一列べに立掛けな。

る.ﾡﾡ結果

1.) 土室内の溫度及び源度

土室內の溫度は垂直的に相當為低の整 を示す ものと ﾡ像せられる 

が、ﾡ県類を勢象とする場合、 温度ﾡ測の位間はﾡ木とﾡ間Mに 

於て行人事が必要である。

本賞験には高さ2人の柳に戦間しな前記遇濃度計に依り、立込# 

木の略 中位附近 にかて 測 した。

賞戦を開始しな昭和144F12月 6日ム り終了した1541月26日の 

土室内の温度及び濕度は次表の通 うで う ある。仙し濃度は12月25日 

x・り 1月7 日 迄の観測結果 を示し、氣温は當場媒場の觀測結果 を以 

て充てな。

IJ ロ
± S 内 a 変 (C) 本 a cC)

不 均 俄 高 十 時 ペ ﾡ 低

12.6 2.61 70 0.8 -1.2 2.0 - 4.7
7 6.79 16.4 4.0 2.0 2.8 - 4.4
8 8.49 120 7.0 0.2 1.0 - 4.0
9 9.88 19.1 5.0 -0.9 3.0 -5.1

※ 10 7.98 11.3 6 3.0 4.4 -1.3
II 5.75 7.5 4.2 -3.S 2.6 - 4.9
12 7.83 10.1 6.5 - 5.8 一 1.0 -7.7
13 10.23 17.1 4.5 -1.0 2.1 -10.8
14 10.8! 19.0 5.0 2.1 2.2 - 8.9
15 8.67 12.5 5.0 - 0.2 1.3 - 7.1
16 10.01 20.0 3.8 - 1.4 2.1 - 6.0

※ 17 6.90 12.0 5.3 - 5.8 0.6 -9.8
18 6.46 9.8 4.8 - 2.1 - 1.2 - 6.4
19 8.10 10.8 6.2 -3.4 0.7 - 7.1
20 9.43 13.3 8.0 - 1.9 0.0 - 4.2
21 11.06 19.1 4.3 - 0.1 2.0 -8.9
22 9.91 18.6 6.1 - 0.6 4.0 -3.0
23 9.50 19.7 5.0 - 0.2 4.5 - 6.3
24 8.25 13.6 5.0 3.5 0.6 - 4.2
25 6.60(86.4) 8.0(89) 5.1(73) 0.6 5.8 - 7.4
26 7.35(86.1) 9.2(89) 5.7(72) 5.8 6.3 - 3.8

※ 27 5.3イ (89.0) 8.4(89) 3.8(89) -2.9 1.0 - 4.8
28 6.01(95.2) 9.5C89) 3.1(69) -2.6 1.8 -5.9
29 7.90(86.7 12.3(90 5.2(77) 一 3.3 1.2 - 6.9
30 7.59(86.3 13.0 C90 5.1(70) - 0.3 1.5 -6.1
31 8.54(83.8) 16.0(89 5.0(62) 1.1 2.1 - 5.3

1.※1 4.66 (8S.8) 6.8(89) 3.2(88) - 5.3 1.6 - 6.0
2 6.95(81.1) 17.0(88) 2.8(60) - 1.9 1.1 - 8.5

※ 3 3.86(88.9) 5.3(89) 2.9
• (88) 0.2 0.5 - 3.8
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C )内のﾡ位はﾡ度っ ※向は火入れをなさざる日

4 4.3!(85.7) 10.4 !(89) ： 2.1(64) ・ 5.9 ! -1.5 -11.7
※ 5 2.89 (89.。 ,

3.8(89) 21 (89ノ - 1.6 - 2.6 - 12.7
6 4.81 (85.9) 11.0(89 1.5(68) - 6.1 - 2.8 -12.7

※ 7 2.30 (88.9 3.8(89) 1.8(88) - 9. - 2.3 . - 11.1
8 3.11 7.9 - c.5 - 3.6 - 17.6
9 6.29 14.4 2.9 - 7.9, - 4.2 - 12.8

※ 10 3.91 7.2 2.8 - 6.1 - 5.6 -10.8
II 4.67 12.6 2.0 -10.2 - 4.9 - 8.2
12 6.7 16.0 3.0 - 5.1 - 2.4 - 14.0

※ 13 2.97 6.0 2.0 - 5.7 - 2.8 - 10.3
※ 14 1.18 2.0 0.5 一 12.0 - 9.2 - 10.0

15 5.14 17.0 0.0 - 15.2 - 7.1 - 1.8
※ I6 1.48 4.0 0.1 - 13.1 - 10.4 - 19.3

17 4.52 14.0 0.2 - 11.2 - 6.0 -18.2
18 7.16 17.1 2.0 - 13.6 -1.1 - 17.8
19 8.56 16.5 4.0 - 1.4 -0.1 - 19.7
20 8.89 18.3 4.0 - 6.8 - 2.5 - 13.0

※ 21 4.77 9.2 2.4 - 8.2 -3.8 - 13.0
22 7.03 14.0 2.0 - 8.5 - 4.2 - 13.0
23 8.67 17.9 4.0 - 4.2 - 2.6 - 12.4
24 8.86 16.5 3.9 - 7.1 - 4.3 - 14.2
25 10.01 20.6 4.8 - 5.8 - 1.4 - 11.6
26 8.69 17.2 ィ1 9.0 3.8 - 10.1

ﾡT均 6.73 12.53 3.69 - 4.11 -084 - 9.28

則ち不均温及び高、 低沼度の不均は各々6.7ぐ、12.うがC、

3.69°C で軌れも比戦的低温を示して屈る。之は 1川に入つてから 

入れをしなかった R がﾡ々有つた低に本不均温度の低下となつなもの 

で、後に述べる子實帳の發育 に相’當•影理する所があり、探ルの細 

過 日 救が制合長期間 に亙った 原因 と見られる。

參考の爲前表 よ り 10H間毎の本不均を求めて須温と到盟せしめる と 

の通 いで、土室の温度と外氣との巡は大ﾡ11°内外を示して居る。

期

12 6 HI5H
16I〜25n

26H～ 1 J 4 II
5 H〜I4H
15H～26日

: S 内 a L (C 氣 a (C
1 T 均 

7.84 
8.62 
6.52 
3.86 
6.98

最 商

13.20
14.9
10.79
8.47

15.01

n f
4.81
5.36
3.89
1.97
2.63

十時

- o.86
-1.84
- 1.51
- 7.03
- 8.68

最 商

1.52
2.01
0.93

- 4.04
-3.94

最 価

- 5.89
-6.33
- 6.28
-12.02
-14.81
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M-"間 

8-23u

22日 ～26日

日 の補給時刻 に至るものである。

2日〜ラ#
8 日～21日

亦 I 日の過度のﾡ化の状態と火入時列を黙にする間別に不均を 

求めて見ると下炎の通らで、燃料の補給と同時に土室内の温は急 

激に上して約4時間後に高に途 し、ﾡ価 下の傾向 をﾡって翌

2 6 8 10 14 16 18 20 22 24
8.8 7.55 o 6.79 6.48 6.68 5.94 6.68 13.65 12.18 10.63 9.43
5.04 4.76 4.47 4.23 4.13 10.54 10.95 9.49 8.21 7.27 6.57 5.44
3.46 2.90 2.57 2.31 2.24 2.27 2.57 13.08 13.78 11.79 8.97 7.12
5.68, 4.94 4.42 4.02 3.76 13.62 15.92 13.80 11.98 10.10 8.36 7.22

火に土室内の温性の状態は殆ど90%(に近いものであるが、燃料の 

補給と同時に低下して約709%位とな り、8n間乃至10時間後に於て 

花に復する樣である。日不均85.5%、最高不均80.19%、最低不均0683
%を示しな。(但し燃料の補給を行はざる 日 を除 く)

2.)椎茸の發生狀態及び發生數

ﾡ平は12月12日頃(立込後1週間) よ り熟々發生を開始し、2,9日 
の間に一斉に 目割 を終了 した。15日 以降ﾡ木各仙毎に就て毎Hﾡ 
の狀態を調査した結果は次の通りで

政初の10日 間には全發生;數の 77.7%と、 火の10日 間には 22% の翌 

生を見、共後16日 目に至り僅かに 2 箇の後生を見たに過ぎない。即 

ち本賞験の場合椎は土室立込後10日 乃至 2 選間以内に於て殆んど 

一齊に共大部分の發生 を完了する ものである ことを知る。 jして、

西 益 J ロ 死 ル II 14.12.1う ; i8 III II19 20 21 年 ノ Hi 15.1.20 計

立ﾡの日 上り 
の II 数 (H) 10 '2 14 15 I6 4o
發 ¥ 致 ケ> 482 76 _ 42 ... — 18 2 620
ﾡ社徴にﾡす
る百分 (%2 77.7 2 一 6.8 2.9 0.3 100.0

立込熱木数19本中全然投生を見なかつ2桁木は7本で、他は挑れも

相常の残生を見、 も多く袋生した ものは58崎を算した。

総ﾡ生敷は 020 箇、1本不均 14.S 箇に當って居る。

表
生

%
8

70

6o

5

ゃ

30

20

)0

o ち 造8教

. 椎茸の發育状態

ﾡi後の もの、中ょり 20簡の概 を退定 して毎日 の肥大生長 

はtを調布しな。叩ち、1/20mm目優の遊標尺を川ひて毎日午前10時 

を期し、菌傘の直徑を測定した結果次表を得な。

叩も測定前始常初約1cmのが約 7cm 徑の菌傘と なるに約16 
日を要し、1日の本不均生長量は1.76mm、iﾡに於て約3.5mmである

--10- -11-



椎は普通10日乃王 2 週間 と以て採収に述すると言はえれて店り 

本實.驗の結果は稍々長期に瓦ってゐる。之は前述の如く、温度の影 

ﾡに依る ものとﾡ料せられる。

の 
番塁

ﾡ定い 
ﾡ時の ic 催

探n 
のi［征 量 場

量
网査 囲定開’捉1kM 探ﾡ 1 H

cml cm cm mm : cm cm cm； ill m1 1.135i 5.840 2.353 i6 i.5 12 0.970 5.600 2.315 16 1.4
2 1.250 8.700 3.725 6 2.3 13 1.145 8.105 3.480 16 2.2
3 1.275 7.750 3.238 i6 2.0 14 0.815 6.575 2.880 22 J.3
4 1.435 9.000 3.783 2.4 15 1.185 6.400 2.6081 16 1.6
5 0.825 6.225 2.700 16 1.7 16 1.245 7.270 3.013 16 1.9
6 0.965 7.000 3.018 22 ・.4 17 0.930 7.7501 3.410 22 1.6
7 0.910 6.870 2.980 16 1.9, 18 0.755 7.500, 3.373 22 1.
8 0.800 5.810 2.505 16 1.6 19 1.100, 6.475 2.688 22 1.2
9 0.975 7.555 3.290 16 2.1 20 0.900 6.915 3.008 16 1.9
10 1.225 8.015 3.395 t6 2.1
11 1.070 6.330 2.630 I6 1.6ボ均 1.0i6 7.084 1.76

4.) 形 態 調 査

第1回探取のものx り正常形を呈するもの20簡に就て、W卒の大 

さ及びさ、ﾡ柄の奨さ、 生頂等を調流しな所表の通りで、M 
卒の本均ﾡは7.2cm、 さ約1.6cm、1簡諾り不均重量は23.3grで、 

形大き く 肉質厚 く、品質優良な ものであった。

,局査 
番撃
iの 1 iit 1 商の | 

さ」 とさ 量器義 年の| i(i の
摩 さ

jの , 
さ :項量

cm cm cm gr cm' cm cm1 7.410 1.925 3.0 18.0 12 7.725 2.030 3.5 28.ラ
2 5.500 1.800 2.9 14.0 13 6.875 2.090 3.1 20.0
3 8.215 2.275 3.2 31.0 14 7.860 1.665 3.2 21.0
4 7.650 1.980

1.755
3.3 24.5 15 7.680 2.110 4.0 325 7.175 4.2 24.5 16 6.195 1.550 3.4 18.6 8.310 2.255 3.7• 36.0 17 5.890 1.480 3.0 19.07 6.300 1.590 3.0 18.0 C 18 6.335 1.530 3.1 18.5 18 6.955 1.145 3.8 20.0

9 7.080 1.400 2.9 15.0 19 7.039 1.825 3.0 19.
10 7.625 1.675 3.5 23.0 20 8.210 1.845 4.6 42.0
1! 7.580 1.780 32 21.5 ボ均 7.180 1.785 3.39 23.25
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5.) 採 及 数 依

本賞験に於ける椎の吹量は、43本のﾡ木 よ り 得な る採取數は 311 
崎、Iﾡ4,761.5gr (11t272ゆ) で、徐非総数620簡に到して約502% 
に相常して居る。

目制した子1眼は金部が良好な税育を逆げる ものと は限らぬ と 

とは、野f外に於てもﾡ々見受けられる所であるが、本賞験に於ては 

特に此傾向が著しく、約共半;敗が目割の儘にて費育を鑑績しなかつ 

なことはな外であつな。土室内に於ける温度、源座、光線等の環境 

因子に就て見る も、特に子貨體のﾡ育を叫書すべき不貴なﾡ件は認 

め られなかつたから、所謂 自然淘汰の現象でないかと想像せられる 

が、之が真因の究明は他日 に譲 りなv。

本賞職に於ける牧支の概ﾡと示せば火の りとなる。

4.収 支開係

土内に於ける挑投の状況 (花前方の元私はﾡ

一I3-



勿論本賞感は 1回のみの結果なれば、ﾡ良のものとは言難く、 

例へば燃料補給のガ法に就ても向工犬を要する所があら、亦採取数 

の約7割は16日～20日 を以て探政期に達したが、他はﾡ選間を要し 

た 乙と等は更忙短縮せられる可能性がある。従つて一定期間内に、 

本實験に現はれた結果 よ りもx り 以上の收益を舉げ得る もの と思 号 

せられる。

ﾡ、抜に附言しない3は、土室内の立込ﾡ木は賞験絡了後も 

に放して置いた所、3月15日頃よ り再び自然に發生し始め、約370 
崎の殺 を見た。此賞か ら推して 一度彼生 を終つな ﾡ木 も50H 
至6O日 の休養期間 を得れば再び發生す る ものである 乙 とが分った 

之はﾡ木の変換上ﾡ考になるとﾡ人。

B. 收 入

生 椎 平 立込木9木りの牧量は1F272タ
1回立込の探取終了ﾡを大ﾡ30Hとすれば1!〜3 逆に
5回I行く ととが山ポる。さすれば!後の牧量は61360タ

1I4 17m(W利15年1】札幌M1場位) 6I360タ 108J2

C. 差 引 利 益

初 4 度 は 37.12
大4度xりは 燃料費を引さ 99.12

A.支 出

土蛍構築 ﾡ 門IIルさ 4分 If 3.00 1O 30.00
2寸角 長さ I2 I本 0.60 14ボ 8.40
3寸5分及!5分 100夕 0.20 300 0.60

和 子 薬 述 販 1枚 0.20 5枚 1.00
1仏 0.20 2 0.40

構築人賃 1.70 3人 5.10
小 計 1ラ・ラ0

始 料 費
粉 ぬ 1日不使川量 約4004 50日分 20I

I1～3)ﾡ150日分 60F
10貴入 I仏 1.50 6 9.00

小 計 9.00
柏 木 代 1 冬5回行ふとして、第I 日 伏 川のものは 第4日に 第2回 

使のものは第5回日に再ﾡ生せ しめるもしのとすれげば 150木 
の木を必撃とする

___ ______ 1本 0.15___150本22.50_
小 t 22.50 -

研F . 77.00
・ - 14 - . -15 -


